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I．問題

　社会に存在するあらゆる事象および事物について，
それが肯定的であるか否かの判断は単純ではない．一
般に社会に有害なものとして認知されているもので
あっても，ひとたび心理社会的な側面を考慮すると，
観察者には多様な視点が示され，良い・悪いのどちら
かに落とし込むことは困難となる．例えば，タバコは
一般的に健康に「悪い」と認識されているものである．
しかしタバコの健康への害悪を最も承知している公衆
衛生学の専門家である Rothman（2021）は，DV 被害
者のシェルターでの経験を通して，過去の恐怖という
ストレスを抱えたシェルターで暮らす女性たちは，タ
バコを吸うことによってストレスの緩和効果を得てい
たことを指摘している．事実，研究では，少量のニコ
チンには抗うつ効果があることも明らかとなっている

（Hughes, 2008）．
　インターネットを中心としたアダルトコンテンツや
ポルノグラフィ（以下ポルノグラフィ）の利用も同様

に考察することが可能である．ポルノグラフィは一般
的に好ましいものとして話題に上がることは多くない
が，Hald（2006）は，ポルノグラフィの使用が，睡
眠状況の改善をはじめとして，人間関係や種々の心理
的健康の改善に役立つことを明らかにしている．女性
に焦点を当てた研究でも，非現実的な身体的特徴を描
いたポルノ画像はネガティブなボディイメージにつな
がる可能性はあるものの，現実的なポルノ画像を閲覧
することはより良いボディイメージにつながることが
示唆されている（Vogels, 2018）．
　しかしながら，ポルノグラフィへの意図的なアクセ
スから意図しない暴露まで，近年では身近なものと
なっており，その影響は社会的な注目を集めている

（Peter & Valkenburg, 2016）．Cooper（1998）は，この
状況をトリプル A エンジン（アクセス可能性 ; 
accessibility，匿名性 ; anonymity，手頃な価格性 ; 

）と呼び，ポルノグラフィのネガティブ
な影響を警告している．Young et al.（2000）はそれ
をさらに展開し，ACE モデル（A: Anonymity; 匿名性，
C: Convenience; 利便性，E: Escape; 現実逃避性）を提
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唱し，問題となる種々の性行動の説明を試みている．
つまり，一部の研究にポルノグラフィの肯定的な影響
を報告しているものがあっても，それらが総体として
良いものとして捉えてよいものか慎重な判断が求めら
れるのである．青少年においては発達への影響が懸念
されることから，対策を講じるにあたっては適切な理
解が必要である．
　ただ，適切な理解と実践の基礎にとって不可欠とな
るポルノグラフィの影響に関する研究は，科学的エビ
デンスに基づいた共通認識がないのが実情である．も
ちろん，科学的エビデンスを踏まえずとも，性の知識
をインターネットなどのポルノグラフィから学ぶこと
は危険だという主張もできようが（Trostle, 2003），社
会にはポルノグラフィがあふれているという事実，そ
して，一つのものごとに単純に良い・悪いの判断がつ
けにくいことを踏まえると，ポルノグラフィの影響を
理解した上での対策を検討することが必要ではなかろ
うか．このことは，青年の性的問題行動への治療介入
においては密接にかかわってくる．今日の認知行動療
法を主体とした性的問題行動への治療介入は，リスク
となる要素を特定し，それらを統制することが大きな
柱となるからである（Stinson, 2017）．
　そこで本稿では，ポルノグラフィの使用や暴露とそ
の影響について，これまで報告されてきた研究を概観
し，ポルノグラフィの影響に関する現在の共通認識を
検討する．まず，80 年代から盛んに議論されてきた，
成人の性犯罪の発生とポルノグラフィの使用や暴露の
研究を概観し，それを踏まえた上で，社会的な懸念の
大きい，青年のポルノグラフィの使用や暴露と性的問
題行動の関連についてこれまでの研究を概観する．青
年のポルノグラフィの消費と性的問題行動の関連性を
探求することにより，青年の性的問題行動への治療教
育的介入の焦点化，洗練化といった進展が期待される．
   
II． ポルノグラフィの使用と性犯罪・性的問題行動

との関連

　Weaver（1993）は，ポルノグラフィの使用や暴露
の研究を概観し，ポルノグラフィの使用とその影響を
議論する際に，次の 3 つの理論的立場があることを述
べている．
a） 罪悪感や性的欲求と言った抑圧された感情の表現

や解放につながるため，これらの感情が解消され
る．つまり，ポルノグラフィが入手しやすくなる
と性犯罪の発生率は低下する（Kutchinsky, 1991）
というもの．

b） ポルノグラフィは非人間化・人間性の剥奪
（dehumanization）であり，何よりもまず女性蔑視

であると主張するもの．
c） 現実にそぐわないイメージによる脱感作に注目す

るもの．言い換えるとポルノグラフィは非現実的
な性的シーンを繰り返すため，ポルノグラフィを
使用することは暴露される刺激が強くなるにつれ，
その人の価値観や行動を徐々に変化させ鈍感にさ
せていくと考えるもの（Bushman, 2005）．

ポルノグラフィの使用と性犯罪との関連の研究報告を
みるとき，これらの理論的視点がどこにあるか理解し
ておくことは重要である．というのも，後述するよう
に，ポルノグラフィは純粋に客観視して議論すること
の難しい側面をもった，政治的，あるいは感情的な議
論になりがちだからである．

1．成人性犯罪者とポルノグラフィの使用
　成人の性犯罪者が，それ以外の集団よりもポルノグ
ラフィの使用が多いことは複数の研究で報告されてい
る（Christensen, 1994; Demare, et al., 1993; Kimmel & 
Linders, 1996; Lalumiere, et al., 1996; Rettinger, 2000）．
このことは性犯罪とポルノグラフィの使用の関連をイ
メージさせる．事実，性犯罪者の 53％が性暴力を振
るう前にポルノグラフィを閲覧していたことが報告さ
れている（Marshall, 2012）．また，被害者が未成年の
性犯罪の場合，性犯罪者の 10 ～ 25% が，事前の計画
段階においてポルノグラフィが確実に影響していたと
いう報告もある（Proulx, Perreault, & Ouimet, 1999）．
Langevin & Curnoe（2004）は，性犯罪者 586 名を対
象に調査を行い，そのうち 96 名（17%）が，性暴力
を振るう前にポルノグラフィを閲覧するだけでなく，
それを使って自慰行為をしていたことを明らかにして
いる．さらに，インターネットの接続の普及によるポ
ルノグラフィの使用の増大とともに，性犯罪が増加し
たという報告もある（Bhuller et al., 2013）．
　一方で，それらの研究によって説明できるポルノグ
ラフィの使用や暴露と性犯罪の因果関係はまだない．
Ferguson & Hartley（2009）は概ね 2000 年までのポル
ノグラフィの使用と性的暴力性に及ぼす影響に関する
研究をレビューし，因果関係はおろか，両者の相関も
明確ではないことを明らかにしている．逆に，一部の
研究で提唱されている，ポルノグラフィの代替効果

（ ）の可能性も示唆している．つまり，
外に向かい害悪な行為の原動となる性的暴力性を，ポ
ルノグラフィによって消化する効果があると述べたわ
けである．
　その後 （2019）は研究の質の評価ツー
ルとして用いられる，症例対照研究のための Critical 
Appraisal Skills Programme（CASP, 2018）を使用し，
個々の研究の質を確認しながら，システマティックレ
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ビューを行っている．その結果，Mellor らも，
Ferfuson ら（2009）のものと同様，ポルノグラフィの
使用と性犯罪の関連は認められないと結論付けてい
る．ましてやその因果関係は明確にはされていない．
　近年ではポルノグラフィの使用と性犯罪に関するメ
タアナリシスも発表されている．Ferguson & Hartley

（2022）はポルノグラフィの使用と性犯罪に関する研
究 59 本を用いてメタアナリシスを行い，両者の因果
関係は研究データでは確認できなかったことのほか，
性的問題行動の定義や測定方法などを始めとした，こ
の領域の各研究の質の問題も大きいことを指摘してい
る．各研究の質が劣化してしまう原因の一つとして，
学術的というよりも政治的あるいは感情的なストー
リーによる影響があることを強調している．このこと
は，性的問題行動という人のさまざまな感情を惹起す
るテーマを扱うに際し，研究だけでなく，介入支援の
場においても，繰り返し強調されてきたことである（朝
比奈，2017）．
　これらの研究から見えてくることは，個々の性犯罪
者をみると，ポルノグラフィを使用する者もいればし
ない者も多くいること，つまり性犯罪者というだけで
ポルノグラフィの観点から見た集団の等質性は必ずし
も担保されないということが明確になる．そして，一
般的に認知されがちな，性犯罪は性的欲求によって引
き起こされるというステレオタイプが間違っているこ
とを何より証明していることになろう．性犯罪はポル
ノグラフィの刺激が直接的に影響するというよりも，
個々の積み重ねられた過去の経験によって説明できる
部分の方がはるかに大きい．イメージに象徴される攻
撃性を補う行動や妄想のパタンが明確になり，矮小化
された性暴力の表現の影響を受け，その結果としての
犯罪行為が問題なのである（Fong, De La Garza, & 
Newton, 2005）．
　性犯罪のステレオタイプとして議論がある話題の一
つに小児性愛者（pedophilia）がある．小児を対象と
した性犯罪者のポルノグラフィの使用も，これまでの
研究報告からは，一般的にイメージされがちなものと
は異なることが多いようである．例えば Langevin et 
al. （1988）は，児童に対して性犯罪を行った 97 名の
カナダ人を対象に児童ポルノの使用の有無を調査し
た．その結果，児童ポルノを使用したことがある者の
割合は，対照群として設定した児童以外に対して性犯
罪を行った者と比べ，有意に低かったことを報告して
いる．また，性犯罪者のポルノグラフィの使用が一般
人口と比べても有意差がないという報告もあるため，
ポルノグラフィの使用と成人の性犯罪との関連は，あ
まり安易に関連付けないようにしなければならない

（Becker & Stein, 1991; Kutchinsky, 1991）．

　Ferguson et al.（2022）のメタアナリシスでも言及
されているが，ポルノグラフィは形態がさまざまであ
り，研究ではこの点を統制しにくいことが，本テーマ
を検証していくうえでの困難さの一つである．またそ
れ以外にも，サンプリング戦略や測定方法など研究手
法の課題は多い（Bensimon, 2007）．しかしながら，
多くのポルノグラフィは，性犯罪者や性的問題行動を
抱える青年に共通する 3 つの特徴である「性暴力行為
を合理化する傾向」，「性暴力行為の影響の最小化」，「否
認を含むその他多くの歪んだ認知」が表現されがちで
ある（Wyre, 1993）．また，インターネット上のポル
ノグラフィの接触が多いほど，その情報を真実だと認
識する傾向が高くなることも分かっている（Peter, & 
Valkenburg, 2006a）．これらの点を踏まえると，人格
形成過程にある青年らのポルノグラフィの使用とその
影響は，成人のそれにはないインパクトを持つ可能性
もある（Ward, 2003）．次に，青年のポルノグラフィ
の使用や暴露と性的問題行動との関連について概観す
る．

2．青年の性的問題行動とポルノグラフィの使用
　青年のポルノグラフィの使用はインターネット利用
の普及に伴って議論が増えてきた．インターネット上
のポルノグラフィへの接触が多いほど青年の性的行動
は活発になることもその一因であろう（Bleakley et 
al., 2008）．NSPCC（2023）は 4 ～ 17% の子どもと青
年が（ただのポルノではなく）違法なポルノ画像等を
目にしていると結論付けている．また，ポルノグラフィ
の接触と性的行動増加のメカニズムは，ポルノグラ
フィへの接触が，友人らの規範的圧力と関連し，それ
を媒介して性行動につながるということも明らかにさ
れている（Bleasley et al., 2011）．つまり，ポルノグラ
フィを閲覧し，性的な事がらを友人らと話題にして共
有すると，そこに同世代の集団規範や規範的圧力が生
じ，性行為をすることが是となる感覚が生じるためだ
とされている．友人関係がとりわけ重要な青年期なら
ではの行動メカニズムであるといえる．
　日本ではどうか．インターネットが普及する以前の
日本のポルノグラフィの状況を報告した Diamond & 
Uchiyama（1999）は，性描写のある雑誌や動画など
が急速に増え，いたちごっこのように規制が進んだ時
代（その後容認的状況になっていったが）には，ポル
ノグラフィと青年の性的問題行動の関連は見出せな
かったことを確認している．また，ポルノグラフィの
悪影響として懸念されるもののひとつは性的問題行動
の増大だけでなく，コンテンツの誤った理解，例えば
セックスの価値観や女性観などであるが，Diamond
らはこれらの関連も，2000 年以前のデータでは明確
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に示されていないと述べている．しかしながら，一方
で，ポルノグラフィが性的暴力に対する態度や，それ
に関連する性犯罪ではないが害悪となる行動へ及ぼす
影響の可能性は警鐘を鳴らしている（Diamond & 
Uchiyama, 1999）．そこで次に，青年のポルノグラフィ
の使用・暴露と性的問題行動について，主にインター
ネットを介したものに注目した研究を概観する．
　インターネットの利用状況は国ごとに異なる様相が
ある．日本では，2020 年の内閣府の調査で，就学前
の子どもでも 64.0% がインターネットを利用してい
ることを明らかにしており，9 歳までには 87.2% の子
どもが利用しているという．この状況は欧米でもあま
り違いはないようであるが，アフリカの途上国などで
は幾分異なる状況もある．例えば 413 人を対象にし
たナイジェリアで行われた調査では，15 ～ 19 歳でイ
ンターネットを利用したことのある青年は半数にも満
たない（Arulogun, Ogbu, & Dipeolu, 2016）．しかしな
がらそのようなインターネット利用率であっても，意
図しないポルノグラフィの暴露は 72% 以上が経験し
ており，その後の影響としては（多くは問題性のない）
性行動（例えばパートナーとの性交が増大するなど）
が活性化されることが分かっている．ところで，総務
省による 6,500 人の児童生徒を対象とした調査によれ
ば，スマートフォンの使用を開始する時期について，
中学入学までに到達する児童生徒は約 80% であり，
自身のスマートフォンを所有する割合は中学卒業まで
にほぼ 90% に達することが示されている．つまり，
日本では青年だけでなく，児童の多くも意図しない性
情報への暴露や使用を経験していることが推察され
る．
　ポルノグラフィは意図的な使用と非意図的な暴露を
区別して検討したものはそれほど多くない．一般的に
は，ポルノグラフィは意図して使用するよりも，意図
せず暴露される方が多い（Boonmann, Grudzinskas, ＆
Aebi, 2014）．青年期は，セクシュアリティを積極的
に探索する時期である．それゆえ，非意図的なポルノ
グラフィの暴露は，青年の行動規範や社会規範，身体
イメージ，性行為への期待に，潜在的に有害な影響を
与える可能性がある（Holloway, et al., 2014）．Lewis 
et al.（2018）は，14 歳から 18 歳の青年らに対しフォー
カスグループを 11 回実施し（最終的な参加者は 68
名），青年らのポルノグラフィの暴露，特に SNS を通
じた意図しない露骨なポルノグラフィはもはや不可避
であり，制限したり禁止したりするよりも，適切な教
育や情報提供をすることが，暴露の影響を和らげるこ
とにつながりうることを述べている．事実，意図しな
い性的に露骨なウェブサイト（sexually explicit 
websites; SEWs）への暴露は，コンドームを使用しな

い性交の経験を増大させることが分かっており，こう
いったリスキーな性的行動は，他者を傷つける性的行
動ともなりうるだろう（Smith et al., 2016）．リスキー
な性的行動とポルノグラフィの暴露は，暴露直接の関
連だけでなく，性的行動の開始年齢が早まることとも
関連しており，それを媒介して間接的にもリスキーな
性的行動へとつながることが分かっている（O’Hara et 
al., 2012）．ポルノグラフィの意図せぬ暴露がこういっ
た外在化問題と関連していることが示されている一方
で，ポルノグラフィの意図的な使用はうつ症状など内
在化問題と関連していることも報告されている

（Wolak, Mitchell, ＆ Finkelhor, 2007）．これは次節で
詳述する，青年の性的問題行動への治療教育や支援介
入においては一つの視点となるだろう．
　性的問題行動に関与した青年（Juvenile Sexual 

）のポルノグラフィの使用は，一般の青
年と比べ目立って多いわけではない．Boonmann et 
al.（2014）の報告によると，幼少期にポルノグラフィ
に触れていた JSO は約 30% で，青年期にポルノグラ
フィに触れていたのは 65% である．これは一般の青
年よりも，むしろやや少ない数値である．ただ，頻度
をみてみると，非 JSO よりも JSO はより頻繁にポル
ノグラフィに触れているようである．これだけをもっ
てポルノグラフィの使用が JSO の特徴とは言えない
し，社会的な認識として持たれがちなポルノグラフィ
の使用と性的問題行動との関係はほとんど明らかにで
きることはない．ただ，Boonmann et al. の報告の中
でも興味深いものの一つは，ポルノグラフィの内容に
も焦点を当てていることである．彼らの報告によると，
JSO のうち 12% が暴力的なものなど逸脱的な内容の
ポルノグラフィを好んで使用しているとのことであ
る．Boonmann et al. はポルノグラフィ，特にインター
ネットにおけるそれはコントロールが難しいため，こ
れまで触れていた媒体のポルノグラフィよりも逸脱的
で暴力的なコンテンツが含まれる可能性が高くなる．
この側面が性暴力を含む性的な事がらへの態度に影響
し，将来的に性的問題行動や性犯罪へとつながるパス
となる可能性があると Boonmann et al. は述べている．
　ポルノグラフィとそれが性的攻撃性に及ぼす研究は
複数ある．Allen, D’Alessio, & Emmers-Sommer（2000）
によると，ポルノグラフィは，潜在的あるいは現に性
的に攻撃的な青年にとって強力な学習経験となり，性
的攻撃性へとつながるという．しかしながら，この仮
説の検証を試みた Burton, Leibowitz, & Howard（2010）
は，283 名の性的問題行動を抱える青年と 170 名の非
性的問題行動を抱える非行少年（対照群）を対象に調
査を行い，ポルノグラフィと性的攻撃性に関連する
種々の特徴（性加害を開始した年齢，被害者の数，サ
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ディズムへの興奮，レイプ願望，サイコパシー傾向）
との比較を行ったが，性的問題行動青年群，非性的問
題行動青年群のどちらにおいても，各変数との相関は
見出せなかった．それゆえ，ポルノグラフィと性的攻
撃性との関連は見出せないと結論している．ただ，性
的問題行動を抱える青年は，そうでない非行少年に比
べ，年少の時期（10 歳以前）にポルノグラフィに接
触している割合が高く，閲覧等接触頻度も高いことも
明らかとなった．この点を踏まえると，性的問題行動
を抱える青年は，低年齢時からポルノグラフィに接触
できる望ましくない環境に育った可能性が示唆され
る．
　性的問題行動を抱える青年の生育環境に注目し，
Burton et al.（2011）はポルノグラフィの使用の多い
JSO の特徴について検証し，彼らは性的問題行動を抱
える青年の 55% が幼いころからの性的被虐待歴を有
していること，性加害の前後にポルノグラフィを閲覧
すること，さらにその閲覧時間は性加害の計画をする
時間よりも長いことを明らかにしている．幼いころか
らの性的被虐待歴により性加害を始めた年齢が早くな
ることも分かり，それゆえ，性的問題行動を抱える期
間も長く，被害者数も増えてしまう現象があることを
述べている．また，性的被虐待歴のあるポルノグラフィ
の使用の多い性的問題行動を抱える青年は，数多くの
性的刺激に対して対照群（性的被虐待歴がなくポルノ
グラフィの使用も少ない）よりも有意に高い性的興奮
を報告していた．
　Schimmenti et al.（2014）は，不適切なインターネッ
トの使用について注目している．不適切なインター
ネットの使用にはポルノグラフィも含まれるが，ポル
ノグラフィに限らず，不適切なインターネットの使用
は，どのような青年が行っているのかを検証した．そ
の結果，不適切なインターネットの使用は，幼少期に
身体的・性的虐待を受けた経験があること，不安定型

（アンビバレント，回避）のアタッチメントに起因す
る人間関係へのこだわりによって予測されることが明
らかとなった．青年の性的問題行動の発現は，アタッ
チメントだけで説明できるものではないものの，その
発生に重要な役割を果たしうることは研究者間である
程度一致した見解である（Rich, 2005）．
　以上概観した研究を踏まえると，ポルノグラフィの
使用と青年の性的問題行動は，因果関係でも，単純な
相関関係でもなく，年少児からポルノグラフィに接触
できる保護者の監督の不足した生活環境や，保護者の
監督の不足ゆえの性虐待被害体験がその背景にあるよ
うに思われる．次にその可能性も念頭に置いたうえで，
青年の性的問題行動の治療教育を考える際の，ポルノ
グラフィの扱いについて考察する．

Ⅲ．青年の性的問題行動に対する治療教育への示唆

　性的問題行動を抱える青年の全体的な構造として，
ポルノグラフィの使用と性的問題行動との関連が証明
されていないとしても，その懸念は特定の国や地域に
限定されることなく，世界的な傾向としてあることは
事実である．例えばポルノグラフィの使用と青年の性
的問題行動との関連を取り上げた近年の研究に限って
も，オランダ（Peter & Valkenburg, 2006b），中国（Fu 
et al., 2010），台湾（Lo & Wei, 2005），韓国（Sun et 
al., 2015），ナイジェリア（Okafor, Elijah, & Andrew, 
2015）， 米 国（Sussman, 2007）， 英 国（Gillespie, 
2008）など世界各国で検証研究が行われている．
　個々のケースをみたときに，ポルノグラフィの使用
が性的問題行動の発生に直接的・密接にかかわってい
る こ と も あ る（ 高 岸，2022）． こ れ は Wright, 
Tokunaga, & Kraus（2016）のメタアナリシスで明ら
かになった点が理解のヒントになるのではないだろう
か．Wright et al.は，家族関係が脆弱な青年の場合には，
ポルノグラフィの使用と性的攻撃的行動との間に正の
相関があることを見出している．そして，逆に家族の
支援や友人の存在といった要因が，ポルノグラフィと
性的攻撃行動との関係の緩衝要因となっていることを
報告している．青年期という発達段階を考えるとき，
彼らを取り巻く環境によっては，ポルノグラフィの使
用とその後の性的問題行動との結びつきを強くも弱く
もするのである．言い換えると，保護要因が問題発生
の理解だけでなく，性的問題行動発現の防止にもつな
がりうると言えよう．事実，複数の研究で友人からの
感情的，道具的ソーシャルサポートは，性的攻撃行動
だけでなくその他非行行動全般の緩和要因としての役
割を果たすことが分かっている（Borowsky, Hogan, & 
Ireland, 1997; Scarpa, & Haden, 2006）．
　一方で友人は青年にとって性的攻撃行動の促進要因
になる可能性があることにも留意しなければならない

（Cairns, 1988）．仲間からの悪影響は同調圧力だけで
なく，レイプ神話を信じる傾向が強くなったり（Wei, 
Lo, & Wu, 2010），女性をモノ化（ ）し
たり，性的対象としてのみ認識するようになったりす
る（Peter, & Valkenburg, 2006b）ものが含まれる．
Allen et al.（1996）はポルノグラフィの影響について
論じた約 1500 本の論文から，その影響を最小化する
試みについて論じられたものをレビューし，性に関す
る心理教育的かかわりが有効であることを示してい
る．仲間からの悪影響についても，心理教育的かかわ
りは重要となるだろうが，それが奏功するためには，
得た知識を生活の中で範化することが必要であり，そ
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のためには良好な家族関係や友人関係があることが望
ましいだろう．
　青年の性的問題行動の防止において，重要な側面の
一つとなるのは保護者の監督である（高岸・池上・西
村，2021）．Byrne et al.（2014）の研究により示唆さ
れているように，保護者はしばしば自分の子どものイ
ンターネット利用におけるリスクを過小評価してい
る．具体的には，意図せずにポルノグラフィにさらさ
れる可能性や，それが引き起こすポルノグラフィの利
用，加害行為または被害についてのリスクである．彼
らの研究では，456 組の親子を対象とした調査を通じ
て，寛容な子育てスタイル，オンラインリスクに関す
るコミュニケーションの難しさ，プライベートなコン
ピュータースペースへのアクセスなど，家庭環境の要
因が，子どもがオンラインで遭遇し経験するリスクを
保護者が過小評価する要因であることが明らかにして
いる．心理教育は青年本人だけでなく，保護者に対す
るそれも重要な取り組みとなるだろう．

Ⅳ．結語

　青年のポルノグラフィの暴露・使用と性的問題行動
は単純な因果関係は確認されていない．問題の本質は，
ポルノグラフィの暴露や使用につながりうる，良くな
い生活環境である可能性や，それを改善するための家
族関係，仲間関係の見直し，そのための心理教育の重
要性であることが確認された．
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